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　「移動市長室」は10月20日から11月26日まで、市内15
カ所で開かれ、市民と熊谷盛

もり　ひろ

廣市長がまちづくりにつ
いて、意見を交換しました。
　移動市長室は、市長が直接市民の声を聴き、まちづく
りに反映することが目的。10月20日に佐沼高で開かれ
た移動市長室には、佐沼中の生徒も参加。「バスの本数
を増やしてほしい」などの要望や「これからは、私たち
の世代が市のことを自発的に発信して、みんなに知っ
てもらう活動が大事だと思う」という発言などがあり
ました。熊谷市長は、市の未来を考えた高校生ならでは
の意見や頼もしい発言に感心していました。

移動市長室は、女性団体などを対象に旧町域ごとに９回、子育て
世代対象に３回、市内３高校の生徒を対象に３回開催しました。

　「第22 回みやぎ県民文化祭」（宮城県文化協会連絡協
議会主催）は10月27、28の両日、登米祝祭劇場で開かれ、
約1100人が展示作品や舞台の鑑賞に訪れました。
　県内各地の文化協会が参加し、舞台部門は２日間で
43 団体が太鼓演奏や舞踊など、73 演目を披露。展示部
門は、絵画、書道や俳句など約180点の作品が展示され
ました。桃生文化協会で書道を教えている菅原聖

せ せ す

雪さ
ん（73）＝石巻市＝は「県民文化祭には、会員の皆さんと
毎年、研修と親睦を兼ねて鑑賞に来ています。文化活動
の成果を発表できる場があることは、制作に対するや
りがいを生みますね」と話していました。

県内各地から多くの作品や演目が集結し、展示やステー
ジ発表で日頃の文化活動の成果を披露しました。

　「第33回カッパハーフマラソン」は11月４日、登米総
合体育館前を発着点に開かれ、1828人が秋の登米路を
駆け抜けました。レースはハーフ、10㌔、５㌔など28種
目で競われ、ランナーに沿道から温かい声援が送られ
ました。28種目のうち９種目で本市のランナーが上位
入賞しました（３位まで紹介）。

「みやぎの明治村」の町並みや景色を楽しみながら、快走するラ
ンナー。秋晴れの下、心地よい汗を流していました。

市長、教育長らの答弁に再質問する子供議員。自分たちの未来の
ために、真剣な議論が交わされていました。

　「子供議会2018」（とめ青年会議所主催、渡邊光
こう

太
た

郎
ろう

理
事長）は11月10日、市役所議場で開かれ、市内10校から選
ばれた20人の中学生が、市長らと議論を交わしました。
　議場では、子供議員が議長の発言許可と共に手を挙
げ、演壇で「空き家を有効活用すべき」「交通環境を整備
してほしい」など、普段の生活で感じている意見や要望
を提言しました。畠山瑞

みず

希
き

さん＝中田中２年＝は「市の
さまざまな取り組みや課題を知ることができました。人
口減少や少子高齢化が進む中、地域や年齢に関係なく手
を取り合い、交流していくことが必要だと感じました」
とまちづくりへの関心を高めていました。

　「登米師弟子入り体験ツアー」は11月17、18 の両日、
市内で開かれ、首都圏や県内から応募のあった10人が
参加しました。
　参加者は、ＰＲ動画「登米無双３」のロケ地を巡り、市
の魅力あふれる達人「登米師」と交流したり、はっとを
作って食べたりして市の魅力を堪能しました。参加し
た北澤桃

もも

子
こ

さん（19）＝東京都新宿区＝と張本麗
り

愛
え

さん
（19）＝埼玉県蓮田市＝は「登米無双の動画が好きで、は
っとつみ体験を楽しみにツアーに参加しました。いろ
んな形があってかわいいですね。友達とはっとパーテ
ィーをしたいと思います」と笑顔を見せていました。

「魂
ソウルフード

食の伝承師」として、はっとのつみ方を伝授する高橋信
の ぶ

子
こ

さん。
参加者からは「簡単そうなのに難しい」という声が聞かれました。

　平成30年度県農林産物品評会（県主催）で農林水産大
臣賞を受賞した山内勉

つとむ

さん＝中田町森六荒谷＝（キュ
ウリ）と髙橋龍

たつ

朗
ろ う

さん＝迫町板橋＝（生シイタケ）、本年
10月22日に皇居で行われた新

にい

嘗
な め

祭
さ い

献穀献納式でササニ
シキを献納した千葉利

とし

広
ひ ろ

さん＝豊里町加ヶ巻＝が11月
26日、市役所で熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長に喜びを報告しました。
　過去にも同賞を受賞し、栽培技術の高さと品質の良
さが評価されている３人は「気象状況などにより栽培
は難しいですが、こだわった分だけ良い品質につなが
ります。今後もより良い作物づくりに取り組んでいき
たい」と意欲を新たにしていました。

喜びを報告した千葉さん（左）、山内さん（右から２番目）、髙橋さ
ん（右）。栽培技術の向上にひたむきに取り組み続けています。


